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更なる保健事業の充実について



事業内容

更なる保健事業の充実について

（１）LDLコレステロール値に着目した受診勧奨（４年10月から実施）

現役世代の循環器疾患の重症化予防対策として、LDLコレステロール値に着目した受診勧奨を実施。

（２）重症化予防対策の充実（６年度から実施）
被扶養者及び協会が事業者健診結果データを取得した者を対象として、高血圧等に係る未治療者に
対する受診勧奨を実施。

（３）支部における地域・職域の特性を踏まえた保健事業の実施（６年度から実施）
喫煙、メンタルヘルス等に着目した新たなポピュレーションアプローチ等、支部における地域・職域の
特性を踏まえた保健事業を実施。

（４）健診・保健指導の充実・強化

①生活習慣病予防健診（一般健診）の自己負担の軽減（５年度から実施）
健診実施率の向上のため、現在38％の一般健診の自己負担について、総合健保組合の水準を参考
に28％に軽減。
※現在自己負担30％の生活習慣病予防健診の乳がん検診・子宮頸がん検診のほか、肝炎ウイルス検査についても、自己負担を28％に軽減。

②付加健診の対象年齢拡大及び自己負担の軽減（対象年齢拡大は６年度から、自己負担軽減は５年度から実施）
疾病の早期発見等の目的、健保組合の実施状況、定年延長の状況等を踏まえ、現在50％の付加健診
の自己負担について、28％に軽減するとともに、対象年齢を現行の「40歳、50歳」から「40歳、45歳、50歳
、55歳、60歳、65歳、70歳」とする。
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１．目的

健診結果で要治療と判定された者については、通常、健診機関より受診勧奨されているが、医療機関を受
診しない者がいる。そのため、医療機関に受診していない者に対して受診勧奨を行い、確実に医療につなげ
ることにより、生活習慣病の重症化を防ぎ、医療費適正化及びQOLの維持を図る。

２．開始時期
H25年度より受診勧奨を全国展開し、H28年度からは全ての支部で実施している。

３．現在の未治療者に対する受診勧奨について
（１）対象
生活習慣病予防健診を受診し血圧値、血糖値が要治療と判定され、健診前月及び健診後３
か月までに医療機関を受診していない被保険者。

（２）実施方法

本部において「一次勧奨（通知）」を実施し、このうち、より重症域にある者については、各支部で
「二次勧奨」を実施している。
二次勧奨の対象である重症域の者は、医療機関を受診していない又は治療を中断しているなど
により、生活習慣病の重症化が進むことが推定されることから、より確実に受診に結びつけるため、
各支部において、電話・文書等の手法を交えながら実施している。

（３）一次勧奨、二次勧奨の基準

収縮期血圧 拡張期血圧 空腹時血糖 HbA1c

一次勧奨域 160mmHg以上 100mmHg以上 126mg/dL以上 6.5％以上（NGSP値）

二次勧奨域 180mmHg以上 110mmHg以上 160mg/dL以上 8.4％以上（NGSP値） 3

事業の概要

参考：現行の取り組み

協会けんぽにおける未治療者に対する受診勧奨

（1）LDLコレステロール値に着目した受診勧奨（４年10月から実施）



健康日本21（第二次） 平成25年～令和４年

「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本方針」

（平成24年７月10日）

生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底のため、がん、糖尿病、

COPD並びに循環器疾患に対処することとされ、目標が設定された。

４つの危険因子の低減として、高血圧、脂質異常症（高LDLコレステロール血症）、

喫煙、糖尿病

協会では、高血圧と糖尿病については受診勧奨を実施している。

脂質異常症のLDLコレステロール値に着目
4

（1）LDLコレステロール値に着目した受診勧奨（４年10月から実施）

・協会けんぽにおける保険者機能強化アクションプラン（第５期）の取り組み
現役世代の循環器疾患の予防対策として、LDLコレステロール値などの検査値等に
着目した受診勧奨の必要性を検討のうえ実施する。



<対象者>

本部による一次受診勧奨対象者のうち、より重症域と判
断される者等

<該当基準>
・収縮期血圧 180ｍｍＨｇ以上
・拡張期血圧 110ｍｍＨｇ以上
・空腹時血糖 160ｍｇ/ｄL以上
・ＨｂＡ1ｃ 8.4％以上（ＮＧＳＰ値）

<対象者>
血圧・血糖に関する検査値が要治療域と判定されながら、
健診受診前月及び健診受診後3カ月以内に医療機関を
受診していない35歳以上の被保険者

<該当基準>
・収縮期血圧 160ｍｍＨｇ以上
・拡張期血圧 100ｍｍＨｇ以上
・空腹時血糖 126ｍｇ/ｄL以上
・ＨｂＡ1ｃ 6.5％以上（ＮＧＳＰ値）
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【本部】

一次勧奨の実施

文書による
受診勧奨

【支部】

電話・文書に
よる受診勧奨

二次勧奨の実施

健
診
結
果
通
知

改正後の未治療者に対する受診勧奨の全体フロー

LDLコレステロール
180mg/dL以上

①LDLコレステロール②血圧③血糖の
一次勧奨該当基準に２つ以上該当

※なお、LDLコレステロールに該当して

いない者でも、血圧及び血糖の２つ
以上該当した者についても新たに二
次勧奨の対象とする。

＋

＋

赤図が改正部分

（1）LDLコレステロール値に着目した受診勧奨（４年10月から実施）
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（2）重症化予防対策の充実（６年度から実施）
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※被保険者についてはすでに実施（2ページ参照）

被扶養者及び協会が事業者健診結果データを取得した者を対象として、高血圧等に
係る未治療者に対する受診勧奨を実施。

奈良支部では独自事業として被扶養者を含めた受診勧奨をすでに実施しています



（3）支部における地域・職域の特性を踏まえた保健事業の実施（６年度から実施）
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喫煙、メンタルヘルス等に着目した新たなポピュレーションアプローチ等、支部における地域・職域の特
性を踏まえた保健事業を被保険者・被扶養者・事業主向けに支部保険者機能強化予算で実施

参考：他支部取り組み

喫煙

メンタルヘルス

参考：奈良支部独自取り組み事業
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①生活習慣病予防健診（一般健診）の自己負担の軽減（５年度から実施）

健診実施率の向上のため、現在38％の一般健診の自己負担について、総合健保組合の水準を参考に28％に軽減。
※現在自己負担30％の生活習慣病予防健診の乳がん検診・子宮頸がん検診のほか、肝炎ウイルス検査についても、自己負担を28％に軽減。

5,282 円

7,169 円

13,583 円

11,696 円

自己負担額 協会補助額

令和5年度：自己負担額28％

令和4年度：自己負担額38％

〇 総合健保組合のうち、
・生活習慣病予防健診（※）を実施しており、
・協会と同水準の保険料率であるものにおける生活習慣病予防健診の補助率の平均は、以下の通り。

※労働安全衛生法または特定健診の検査項目に加え、胃がん・大腸がん・子宮がん・乳がんのいずれかのがん検診を基礎項目に含むもの

①保険料率9.5%以上（127組合） 自己負担28.48%
②保険料率9.5%以上10.5%以下（120組合） 自己負担28.17%
③保険料率10.0%以上10.5%以下（55組合） 自己負担27.76%

一般健診の自己負担額を軽減

（4）健診・保健指導の充実・強化

18,865円

参考
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生活習慣病予防健診・肝炎ウイルス検査の費用（消費税込） （案）

１．一般健診
自己負担率軽減前（令和５年３月31日受診分まで） 自己負担率軽減後（令和５年４月１日受診分から）

健診区分
一人当たり

健診費用の上限額
自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

一人当たり
健診費用の上限額

自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

一般
（1,715円）
18,865円

0.38 7,169円 11,696円
（1,715円）
18,865円

0.28 5,282円 13,583円

自己負担率軽減前（令和５年３月31日受診分まで） 自己負担率軽減後（令和５年４月１日受診分から）

健診区分
一人当たり

健診費用の上限額
自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

一人当たり
健診費用の上限額

自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

眼底検査
（72円）
792円

0.10 79円 713円
（72円）
792円

0.10 79円 713円

２．付加健診
自己負担率軽減前（令和５年３月31日受診分まで） 自己負担率軽減後（令和５年４月１日受診分から）

健診区分
一人当たり

健診費用の上限額
自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

一人当たり
健診費用の上限額

自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

付加検査
（873円）
9,603円

0.50 4,802円 4,801円
（873円）
9,603円

0.28 2,689円 6,914円

３．乳がん・子宮頸がん検診
自己負担率軽減前（令和５年３月31日受診分まで） 自己負担率軽減後（令和５年４月１日受診分から）

健診区分
一人当たり

健診費用の上限額
自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

一人当たり
健診費用の上限額

自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

乳
が
ん

検
診

50歳以上の対象者（乳房エックス線検査を
内外斜位方向撮影で実施）

（329円）
3,619円

0.30 1,086円 2,533円
（329円）
3,619円

0.28 1,013円 2,606円

40歳以上50歳未満の対象者（乳房エックス線検
査を内外斜位方向撮影及び頭尾方向撮影で実
施）

（511円）
5,621円

0.30 1,686円 3,935円
（511円）
5,621円

0.28 1,574円 4,047円

子宮頸がん検診
（314円）
3,463円

0.30 1,039円 2,424円
（314円）
3,463円

0.28 970円 2,493円

４．肝炎ウイルス検査
自己負担率軽減前（令和５年３月31日受診分まで） 自己負担率軽減後（令和５年４月１日受診分から）

健診区分
一人当たり

健診費用の上限額
自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

一人当たり
健診費用の上限額

自己負担率 受診者等の負担額 協会補助額

ＨＣＶ抗体検査、ＨＢｓ抗原検査、ＨＣＶ抗体の検出（省略可）
（189円）
2,079円

0.30 624円 1,455円
（189円）
2,079円

0.28 582円 1,497円

ＨＣＶ核酸増幅検査
（465円）
5,115円

0.00 0円 5,115円
（465円）
5,115円

0.00 0円 5,115円

※上記の「一人当たり健診費用の上限額」には、消費税額が含まれており、（）内は消費税額の再掲となる。

（4）健診・保健指導の充実・強化
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種類 対象者 検査項目

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

①一般健診 35歳から74歳の被保険者

診察等（問診・身体計測・視力検査・聴力検査・理学的検査）、血圧測定、尿

検査、糞便検査、血液学的検査、生化学的検査、心電図検査、胸部レントゲ

ン検査、胃部レントゲン検査、眼底検査（医師の判断により実施）

②付加健診 一般健診を受診される40歳、50歳の被保険者
尿沈渣顕微鏡検査、血液学的検査、生化学的検査、眼底検査、肺機能検査、

腹部超音波検査

③乳がん

・

子宮頸がん

検診

・一般健診を受診される40歳から74歳の偶数年齢の被保険者（女性）

・36歳、38歳の一般健診を受診される被保険者（女性） は子宮頸がん

検診の追加が可能

・20歳から38歳の偶数年齢の被保険者（女性）は子宮頸がん検診の

単独受診が可能

＜乳がん検診＞

問診、乳房エックス線検査、

視診・触診（医師が必要と認めた場合のみ実施）

＜子宮頸がん検診＞

問診、細胞診

④肝炎ウイルス

検査

一般健診を受診される被保険者（過去にＣ型肝炎ウイルス検査を受け

たことがある方を除く）
ＨＣＶ抗体検査、ＨＢｓ抗原検査

②付加健診の対象年齢拡大及び自己負担の軽減（対象年齢拡大は６年度から、自己負担軽減は５年度から実施）

疾病の早期発見等の目的、健保組合の実施状況、定年延長の状況等を踏まえ、現在50％の付加健診の自己
負担について、28％に軽減するとともに、対象年齢を現行の「40歳、50歳」から「40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、
65歳、70歳」とする。

①生活習慣病予防健診（一般健診）の自己負担の軽減

②付加健診の対象年齢拡大及び自己負担の軽減

・ ５年度 約220億円

・ ６年度 約250億円 ※付加健診の対象年齢拡大による影響を含む。

予算

（4）健診・保健指導の充実・強化

の自己負担軽減に伴う年間所要額

参考



主な広報媒体 2022（令和4）年度 2023(令和5)年度
2024
年度

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 8月 12月 1月 2月 3月 4月

特設ページ

WEB広告

新聞広告
メールマガジン

●

納入告知書 ●

関係団体を
通じた広報

● ●

特設ページ

WEB広告

納入告知書
（料額表）

● ●

新聞広告
メールマガジン

● ●

関係団体を
通じた広報

● ●

健診自己
負担軽減

全国紙、地方紙（本部）
メールマガジン（支部）

全
体
像
を
周
知

個
別
項
目
を
周
知
（
料
率
広
報
）

特設ページ公開

WEB広告

WEB広告

記事掲載（支部） 記事掲載（支部）

WEB広告

ページ公開 ページ公開

・・・ ・・・

付加健診
対象拡大

依頼
（本部、支部）

依頼
（本部、支部）

LDL

依頼
（本部、支部）

記事掲載
（支部）

依頼
（本部、支部）

記事掲載
（支部）

更なる保健事業の充実について、加入者・事業主へ幅広く周知し、その理解を得るとともに、自ら健康づくりに取り組む
加入者・事業主を増やすことを目的として、１月から順次、関係団体を通じた広報を含め、様々な広報媒体で広報を展開。
（※）LDLコレステロール値に着目した受診勧奨については、10月から先行して周知。

広報
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全国紙（本部）
メルマガ（支部）

全国紙（本部）
メルマガ（支部）

地方紙
（支部）

地方紙
（支部）
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